
Ⅱ 共 同 利 用 研 究

1.概 要

昭不出9年度共同研究の公募は 日.研究課題｣と｢皿.
研究会課題｣とに大別して行なわれ,前者については次

の6つの設定課題 (前年度とほぼ同じ)を設けるととも

に.白山課題による申請も行なえる形をとった｡

1. ニホソザル地域個体群の研究

ニホンザルの群れ社会,あるいは個体群のあり方を

総合的に解析する｡地域社会構造,個体群動態,生息

地および食物などの環境の利用,地理的分布など,社

会学的生態学的なアブ.,-チを中心としているが,さ

らに弘田迫伝学的 ･形態学的変異論などからの多面的

な追求が盟まれる｡調査の対象となる群れおよび地域

については限定を加えない｡

昭和48年度よりは研究成果がまとまった分野の共同

研究者が,成果をもちよって討論できる研究会を行な

っており今後も継続する予定である｡

2. 霊長杭の迎動様式に関する研究 -ホミニ･tf-ショ

ソの祝点から-

忠良机の退勤様式 (.]コそ-シまソも含む)は,形
磁･放伐にとどまらず,環境への適応の一環としても
とらえることができる｡本年度課題ではとくに,霊長

以各分別 fの運動様式の相異を,生活様式および形質

的特故との閑適のもとに研究し,かゝる祝点からヒト

化の僻明を試みることに盃点をおく｡

3. 正長班の生理的適応に関する研究

粒々の環境要因にたいする生理的適応放杭の解明を

口的とする｡たとえば温度をとりあげた場合は異なっ

た順応状値にある個体について,外温とエネルギ一代

捌およびその他の自律的反応の関係を個体レベルおよ

び組織 ･細胞t,ベルで調べ順応温皮の効果を明らかに

するとともに,体温調節中枢および末端部反射におけ

る適応械仔に神経系 ･内分泌系がどのように関与する

かな光明する｡さらに気侯馴化と栄養の関係も重要で

あると考えられる｡

4. 主としてニホソザルを対象とした行動の研究

行動とは環fjiからの刺故に対する一連の反応,ある

いは即妙こ対する生体からの一連の働きかけのことで

あり 一社会'と呼ばれるものもまたこの環坑の一部で

あろう｡本設定課題では,個体行動を通じて,ある行

動にRZ留を及ぼしている,あるいはその行動が働きか

けようとしている,社̀会'とはどんなものであるかな

推定することを目的とする｡

ニホソザルの 一社全行動'と呼ばれているもののな

かで,このような観点からの研究対象としては,昭和

47年度共同利用研究会で下記のもの (1-7)に旗点

がしぼられ,47年度には母子関係が,48年度にはリー

ダーシップがとりあげられ,盃点テーマとされたこと

を参府されたい｡

1) 母子関係 2) リーダーシップ

3) マウンティング 4)離脱 5) スペーシング

6)記号行動 7)Agechange

5. 行動の発現扱序に関する神経生理学的研究

霊長杭にみられる行動一単純な随忠遊動から学習的

行動,社会的行動に空ろまで一にはすべて神経系内に

その発現機構が備わっている｡神経生理学の技術と方

法論で行動の発現校蛸の較序を調べる｡

6. 霊長規の生殖に関する基斑的研兜

霊長規の性放能 (性周期,排卵,共体機能の消長,
発情行動,交尾期と出産期,周産期の生理,流早産,

性的成熟,オス造精能,性分化)を研究する｡これら

に影響を与える安田として,日照時間,環境温度,食

餌条件,社会的性関係とストレス,フJZiP.eソ,加

齢,私益などが考えられ,これらの因子と性枚臆変動

の因果関係を解析する｡この解析には,性行動の観

察,記録,血液 ･尿の臨床化学検査に併せて,血中ホ

ルモンmTJ定や,中箱一性腺の電気生理学的研究と敵組

蛸造祝祭などの神経内分泌的方法を用いる｡

これらの研究課題について65件 (130名)の応芽があ

り,共同研究実行委員会, (久保田競,室伏嫡子,田中

二郎.岡田守彦)による予備手続の上,迅営委fl会 (49

年2月19日)の審議により50件 (77名)が採択された｡

各課題に関する申請状況,採択状況は次のとおりであ

る｡

A.設定課題

1. ニホンザル地域個体群の研究

申請17件 (33名) 採択13件 (19名)

2･ 霊長杭の運動様式に関する研究-ホミ.=ゼーシ己
ソの観点から-

申請5件 (8名) 採択5件 (6名)

3.霊長規の生理的適応に関する研究

申請1件 (3名) 採択1件 (3名)

4.主としてニホンザルを対象とした行動の研究

申請8件 (10名) 採択8件 (10名)

5.行動の発現践序に関する神経生理学的研究

申請9件 (26名) 採択7件 (17名)
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6.望見mの生罰かこ関する誠礎的研究

巾許4件 (621) 採択4作(4名)

B.白山課題

巾FJk121作(44名) 採択12件 (18名)

研究会課題に関しては,公方に際し特に設定主風 土托

示されなかった｡迎封委fl会の誠を経て7件が採択され

これらの研究会のテーマを列記すればつぎのとおりであ

る｡

〔共同利用研究会〕
1.ニホソザルの現況

2.主としてニホソザルと対象とした行動の研究

3. 脳と行動

4. 盟F<mと食只m ･穴LFmの系統 ･進化

5. T)コモーシナソ･ワ-キソ〆･グループ

6. ホミュゼ-シ℡ソ

7. g!F<mク'/バクnの11.113Ci･横紙･進化
これらの共同研究珊瑚,研究会に伏Fr)された狩用は研

究El布施珊692.6万円,校門412.3万円であった｡円沿な
共同利用研究活動の発展のためには大巾な糊詔が望まれ

る｡ (久保田成)

2.研 究 成 果

設定課題 1. ニホンザル地域個体群の研究

房総のニホンザル- その分布と生態-

吊移 欣- (-Af大･放)

岩野 容三 (同 上)

上原 正93(京大･理)

神田芯八郎 (煎大･凸)

小金沢正昭 (双京凸工大･凸)

房総のニホソザル調査は,DJ総の地域的自然全体との
つながりあいのなかでニホンザルをW･き彫りにしうるよ

うに,著者等以外の多くの人 の々協力を和て,きわめて

包括的･永続的な調査として行なわれている｡一両では

人々の自然への渇きをみたし,他面ではその当然の締結

として付随する自然保誕運動と安部一体をなしながら,

あまり遠くない将来のある日,人間自身について- と

くに人間の自然的韮盤と文明の現状について,組爪的に

論及しうるようになるだろうという予mllをもって行なわ

れている｡この調査は,利用できるすべての研宛予許を

投入した上に,多くの人々のボランティア活動によって

支えられており,また一面では,人々の努力を相互に閑

述づけて､あわせて ｢ひとつの調査｣として成り立ちう

るよう充分に配慮はしているが,一人一人の作業として

は叩純捌 トであって,一定期間フィールドへ出たら自分

の日にふれた耶91な一定の様式に従って整理記載し,揺

if三品も同脚こ一定の))瀧で処理保存し,それらすべてを

一ヶ所に狭めて迅托しうるようにしているにすぎない｡

上記のような調査の次位から,どの成果はどの研究門

に対応するという性TIでもなければ,経過和/Bとしても

研究狩の山Wr別にはなしにくい｡しかしわれわれのグル

ープ研究も年を血ねてようやくとりまとめの段脚こ入っ

た部分がでてきたので,別掲文献リストりに1974年度中

に発表したものをすべて収録した｡上記のような調査の

宍感から明らかなように,BIJ拍文献リストに含まれたす

ベてのものに ｢共同利m研究焚｣ も部分的にrt献して
いる｡

1974年度中の主たる トピックスとしては,苅宕山の

T-Ⅰ郡の個体識別が完了し,西部地域の分神城の捗正が

なされ,フソ分相こ韮いて刀総におけるニホンザルの食
性の季節的変化がまとめられたが,これらはすべて千粟

爪の委託調査の孤岱告のなかに述べられているのでここ

にはくりかえさない｡

1974年秋の約4回一六調光時に,元WJl田地区で野生群
の空間的広がりについて宕-T･のgQ昧あるTf料が狩られ,

また1974年末から1975年料こかけて.新たに詳細な食い

あと調査が行われ.冬季の主要食物柾物4位について,

利用状況の時期的変化が評紗こ記耽されたので,これら

2点について以下に手相 する｡なおこの他に新たに始め

られたものとしては,1974年･12月から.台か こ房総自然

博物粒の宿泊の灰が得られるようになったのを機会に,

現地で処理できるていどの何叫なものだが,月別にT-Ⅰ

群のフソについて寄生虫の調査が行なわれている｡

1. 元清澄地区における=ホンザル野生群の空間的広
がりについて

高宕地区では,地形 ･相生条件からも,爪付け-3の人

間とのかかわりあいの点からも群Jtの田接祝祭が比較的

容易であり,従って群れを相互に適確にm別しうるが,

元Wf田地区では.W.'緑川を主とする比較的自然なうつそ

うたる森椎が多く.餌付け等の人為が一切加えられてな

い,その点では全く理想的な野生群の観察が期待される

のだが,山頂部がなだらかに広がり,常緑樹の厚い英層

が視野をふさいでしまうため,群れの継杭的な直接観察

がきわめて困難である｡

1972年の一斉調査以来今日までに抗み盃ねられた宍料

によって,元清澄地区の群れの数や,それらの全体とし

ての分布域についてはいよいよ故国に確信するにいたっ
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